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①青森県は国内最大のにんにくの産地であるが、販売時期を逃し、廃棄処分となるにんにくが存在。
2006年、規格外にんにくを熟成加工することで市場価格にも左右されにくい黒にんにくを開発。に
んにくは、加熱熟成により旨みが凝縮するとともに、健康有用成分が増加。これを黒にんにくとし
て、青森の新たな地域産品とし地域産業の活性化に取り組んでいる。
②地域の生産者と連携し、黒にんにくのブランド化と規格化を目指し、黒にんにく協会を設立。国など
の支援を活用し、地域団体商標を取得。地域団体商標の使用要件として、組合への加入、４つの機能
性成分含量の基準達成、食味試験の合格を条件とし、品質と信頼性を担保。さらに、HACCP認証、
機能性表示食品、地理的表示（GI）、有機JAS認証を取得し、ブランド価値を高めることで世界２５
カ国以上に展開。
③この結果、規格外にんにくの付加価値化、廃棄にんにくの減少によって、収穫量は変わらないにもか
かわらず産出額が２倍以上に増加、にんにく生産者所得の大幅な向上につながっている。

知財活用企業（商標）

受賞のポイント

企業概要
青森県上北郡おいらせ町木崎158番地
2013年
9百万円
0人
機能性成分含量、品質、安全性等の各種認定制度運用、世界黒にんにくサミットの
実施による「青森の黒にんにく®」のブランド化、共同宣伝事業

所 在 地：
設　　立：
資 本 金：
従 業 員：
事業概要：

http://www.96229jp.com/

協同組合青森県黒にんにく協会 代表理事　佐藤　裕一

ANUGA2025(10月 ,ドイツ・ケルン )に出展

青森の黒にんにくの海外展示会用パンフレット

地域団体商標及びＧＩマーク

第９回世界黒にんにくサミット in 田舎館 2025


